
公益財団法人まちみらい千代田 

第４期 第２回 評議員会 議事録 

 

１ 日時 

平成２８年１２月１６日（金） 午前１０時５分～午前１１時２０分 

 

２ 場所 

ちよだプラットフォームスクウェア ４階４０２会議室 

 

３ 評議員現在数 

１１名 

 

４ 出席者    

（１）評議員出席者（９名） 

野本俊輔、鎌倉勤、熊谷ヱイ、澤崎宏、瀬川昌輝、高橋陽子、谷眞理子 

山口修一、山本久喜 

    欠席者（２名） 

鈴木潔、志摩雅子 

 

（２）事務局（６名） 

山﨑芳明 理事長、鈴木秀人 副理事長（事務局長） 

各グループマネージャー（以下、｢ＧＭ｣という。） 

本郷友孝、加藤英明、金子辰夫、伊澤優  

 

５ 議題 

（１）第４期 事業実施状況中間報告 

 

６ 開会、挨拶、定足数確認、議事録署名人の選任 

開会に先立ち、事務局が配付資料の確認を行った。定款第２５条により評議会の議長を

務める野本会長が開会を宣言し、山﨑理事長に挨拶を求めた。 

出席者について事務局から報告し、定款第２６条の規定に定める定足数を満たしている

ことを確認し、本評議員会が有効に成立している旨を告げた。 



次に本評議員会の議事録署名人として、事務局から定款第３０条第２項の規定により、

本日出席の鎌倉評議員と山口評議員の２名を提案したところ、満場一致の賛成があり、議

長が両評議員を指名したところ、本人もこれを承諾した。その後、議事に入った。 

 

７ 議事の経過及び結果 

（１）第４期 事業実施状況中間報告 

鈴木副理事長が公益財団法人まちみらい千代田第４期事業の実施状況の中間報告の概

要を説明し、詳細については各グループマネージャーから報告を行った。 

 

・住宅まちづくりグループの事業については金子ＧＭが報告を行った。 

・産業まちづくりグループの事業については加藤ＧＭが報告を行った。 

・まちづくり推進担当の事業については伊澤ＧＭが報告を行った。 

・企画総務グループの事業については本郷ＧＭが報告を行った。 

 

報告後、以下のような質疑や意見があった。 

（評議員） 

まちづくりサポート事業、さくら事業などは、観光協会など他の外郭団体事業とのすみ

分けが明確ではないし、わかりにくい。共同で行うことによってもっと大きな事業になる

のではないか。 

（まちみらい千代田） 

他の外郭団体との事業と共同で出来る部分はやっていきたい。商工観光基本計画の改定

も行っているので関係団体、区とも協議を図り、ご意見は伝えていきたい。 

（評議員） 

産業まちづくり事業検討会はどんなことを見直し、検討を行っているのか。事業検討会

には中小企業診断士だけではなく、他の専門家を入れることで違う視点から多角的に見直

しを行えるのではないか。区ではできない事業を組織変更も含め、中期的に見直しを行っ

てほしい。  

（まちみらい千代田） 

区で商工観光基本計画改定に合わせて、まちみらい千代田の産業まちづくり事業の見直

しを行っている。主な検討内容は、千代田ビジネス大賞（開催方法、起業５年目未満の企

業を表彰する制度）、起業塾（開講回数、財務等の専門講座、カリキュラムの見直し、卒



業生が千代田ビジネス大賞に応募できるようなサポート体制）、マネジメント・サポート

デスク（名称変更）、相談業務（貸しビル経営特化の相談）、中小企業ビルマネジメントの

冊子作成の検討を行っている。地域活性化のためにいただいたご意見を踏まえ、総合的に

検討する。 

（評議員） 

住宅まちづくり事業はさまざまな事業を行っているが高齢化社会に対する視点で事業

を広げてほしい。ライフスタイル提案型のイベント、セミナー行ったほうがいいと思う。

高齢者は交流を行いにくい環境にあり、孤立傾向にある。民生児童委員も簡単にはマンシ

ョンに入れない。 

（まちみらい千代田） 

高齢社会に対応した取組みや高齢者向けのイベント等については今後検討をする。また、

昨年区とまちみらい連携しマンション地域生活協力員配置の働きかけを行った。まだ１０

数棟しかないが今後も周知活動を行っていく。 

（評議員） 

中小企業応援ファンドの採択がなかった理由はなにか。また、東京都中小企業振興公社

等での採択事例はあったのか。今後この事業は、なくなるのか。 

（まちみらい千代田） 

今期に関しては平成２８年４月で募集が最後となる連絡があった。事業計画に記載した

理由は、昨年採択ならなかった企業が再応募を希望していたため。昨年までは広報を行っ

たが今回は募集期間が短いこともあり、広報は行っていない。区内では１社採択されたと

聞いている。今後、当該事業は内容変更し、新たなファンド事業となる予定。 

 

８ 閉会 

 以上をもってすべての審議を終了したので、午前１１時２０時、議長は閉会を宣言し

た。 

 

 

 

 

 

 



上記の決議を明確にするため、議長及び評議員がこれに署名、押印する。 

 

 

平成２８年１２月１６日 

 

 

公益財団法人まちみらい千代田 

第４期第２回 評議員会 

 

 

 

 

議   長    野本 俊輔  ㊞ 

 

 

 

 

 

議事録署名人   山口 修一  ㊞ 

 

 

 

 

 

議事録署名人   鎌倉  勤  ㊞ 


